
                                                        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                               

 

【第３時】 
部分の数を求める場面 
を理解する。 

 算数科 小学校 １年 
単元名 　ひきざん（１）

「のこりはいくつ ちがいはいくつ」

単元の流れ 

【第２時】 
ひき算の式を知り、式
に書き、答えを求める。 

本時の流れ

本時の目標 
○数図ブロックを用いた活動を通して、求部分の

場面を理解する。 

 

単元の流れへ 

授業展開例へ  HOME 

【第９時】 
ひき算の適用問題を解
く。 

【第10時】 
既習事項の復習をす
る。 

【第８時】 
違いを求める場面の理
解を深める。 

【第７時】 
違いを求める場面を式
に書き、答えを求める。 

【第６時】 
違いを求める場面を理
解する。 

【第４・５時】 
ひき算の計算について
習熟する。 

【第１時】 
残りを求める場面を理
解する。 

      

問題把握 
・考えて自力解決する。 

（発問）どのようにブロックを動かせばよい

でしょうか。動かして、お話できるよ

うにしてみましょう。 

 【ブロック操作】 

① 数図ブロックを７個出す。 
② 左手で ４個、右側に移動させる。 
③ 残った３個が 女の子の数。 

 えられるようにする。 

【自力解決】 

☆ブロックの動かし方を相手にわかりやすく伝 

集団解決 
・考えた意見を交流する。

適用問題 
 

【問題文】 

くじが１０ぽんあります。 

はずれは ６ぽんです。 

あたりは なんぼんですか。 

（発問）自分の考えたブロックの動かし方を

発表しましょう。 

【学習のまとめ】 

☆友達のブロック操作や発表から、自分の考え

とのちがいや同じ点を見つけさせ、自分の学

習を振り返らせる。 

学習のまとめ 
・学びの振り返りをする。

前時の振り返り 
・既習の学習の確認をする。

【めあて】 

ぶろっくを うごかして、しきを かんがえよう。
めあての把握 

・本時のめあてを理解する。

問題の把握 
・たずねていることをつか

む。 

 【めあての把握】 

【問題文】  

みんなで７にんです。おとこのこは ４にんで

す。おんなのこはなんにんですか。 

【さし絵の把握】

☆取って残りを求

めたことを思い

出させる。

 【留意点】 

☆「わかっていること」と「たずねていること」を

しっかり把握させる。 

☆本時のめあては、数図ブロックを使って、部分の

数を見つけることである。ブロック操作を通して、

自分の考えを説明させたい。 


